
令和６年度 全国学力・学習状況調査の結果報告

＜概要＞
・ほぼ全国平均と同じ結果です。
・県平均を下回りました。

＜良好なこと＞
・漢字を正しく使うこと。
・情報と情報との
関係付けの仕方を
理解し、使うこと。

＜課題となること＞
・資料を活用し、自分の意見を伝えること。
・必要な情報を用いて、自分の考えが伝わる
ように書き表すこと。

＜概要＞
・ほぼ全国平均と同じ結果です。
・県平均を下回りました。

＜良好なこと＞
・四則計算の仕方や□を使った式の理解。

＜課題となること＞
・速さと道のりと時間の関係の理解。
・図形の必要な情報を
見いだし、問題を解
決すること。

・グラフを読み取り、読み取ったことを
言葉で表すこと。
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・漢字指導は成果が見られるので、引
き続き行っていきます。

・資料を活用する力が弱いようです。
資料を読み取り、自分の考えをまと
めていくことは、国語だけでなく、
全ての学習とこれからの生活の中で
必要な力です。教科の学習だけでな
く、総合的な学習や学級会などでも、
図やグラフ等の資料を活用して表現
する機会を増やしていきます。

・自分の考えを伝える場面では、相手に
伝えたい情報を明確にし、相手のこと
を意識しながら書く機会を増やしてい
きます。また、自分の考えを説明し合
い、お互いに評価できる場面を設定し
ます。

・四則計算の理解が高いので、引き
続き指導を行っていきます。

・道のりと時間と速さの関係の理解
に課題がありました。３つの関係
についての理解が深まるように、
日常の場面に対応した問題を取り
入れます。また、図や式などを用
いて考えたことを説明する活動を
行います。

・図形を構成する要素から、必要な
情報を見いだし、問題を解決する
力が弱いようです。図形の意味や
性質を基に、必要な情報を正しく
用いて説明する機会をつくります。

・グラフの読み取りは、社会科や理
科の授業で、日常の生活と結びつ
けて行う機会を増やします。特に、
変化の仕方や、比較などを読み取
り、交流する場を設けます。

今後の対策



生活調査の結果から

良い点

・学校に行くのは楽しいと感じていること。
・友だち関係に満足していること。
・先生は、分かるまで教えてくれる、そして
よいところを認めてくれると感じていること。
・ICT機器を授業や勉強によく使っているだけで
なく、学習に役立つと感じていること。
・自分と違う意見について考えたり、友達の意見
を大切にして協力しながら活動していると感じ
ていること。

気になる点

・家で本や新聞を読む時間が少ないこと。
・平日や休日に、テレビゲームやSNSや動
画視聴をする時間が長いこと。

・資料や話の組み立てなどを工夫して、
自分の考えがうまく伝わるように発表
することが苦手なこと。

松原小の児童は、友達や先生と過ごす学校生活に全体的に満足している

と言えそうです。友達と話し合い、協力しながら活動していることが、
この結果に関係しているのかもしれません。
一方、家庭での時間の使い方に問題がある子が多いようです。今後
も、学校では「ゲームや動画視聴をする時間や読書をする時間、勉強を
する時間を決めて、計画的に生活する習慣をつけること」等を引き続き
指導していきます。ご家庭でもご協力をお願いします。
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普段、1日当たりスマートフォン等で

どのくらいでSNSや動画視聴しますか


